
薬剤名 用法用量 1 8 15 22 35

ベルケイド

（Bortezomib）

1.3mg/㎡

皮下投与

レナデックス

（Dexamethasone）

20mg

内服

薬剤名 用法用量 1 4 8 11 21

ベルケイド

（Bortezomib）

1.3mg/㎡

皮下投与

レナデックス

（Dexamethasone）

20mg

内服

【適応】

【レジメンポイント】

副作用発現時の投与量 減量の目安

1.3mg/㎡ 1.0mg/㎡

1.0mg/㎡ 0.7mg/㎡

0.7mg/㎡ 投与中止

【相互作用】

【主な副作用】

BD療法（Bortezomib+Dexamethasone）維持療法

※1 当日と翌日も内服あり。

BD療法（Bortezomib+Dexamethasone）寛解導入療法

Grade4

（生命を脅かす:緊急処置を要する）
投与中止

投与時期

疼痛または機能消失を伴わないGrade1

（症状がない:深部腱反射の低下ｍたは知覚異常）
なし

1段階減量

（1.3mg/㎡の場合は1.0mg/㎡へ）

回復するまで休薬、

回復した場合は0.7mg/㎡へ

疼痛を伴うGrade1またはGrade2

（中等度の症状:身の回り以外の日常生活動作の制限）

疼痛を伴うGrade2またはGrade3

（高度の症状:身の回りの日常生活動作の制限）

Day

※1 当日と翌日も内服あり

Grade3以上の非血液毒性（末梢性ニューロパチー・神経傷害性疼痛を除く）またはGrade4の血液毒性に該

当する副作用が発現した場合は、回復するまで休薬する。投与を再開する場合には、以下を目安に減量

Day

CYP3A4誘導薬（リファンピシンなど）との併用により、の代謝が促進されAUCが低下する可能性がある

肺障害、心障害、末梢性ニューロパチー、低血圧、高尿酸血症、発熱、B型肝炎ウイルスの再活性化

投与開始からの投与速度

多発性骨髄腫

①投与量の確認

②末梢性ニューロパチーまたは神経障害性疼痛に対する用法・用量の目安

※1

※1


